
　まだ肌
はだ

に感
かん

じる空気
くうき

が冷
つめ

たい毎日
まいにち

ですが、2月
がつ

4日
よっか

は二十四節気
にじゅうしせっき

のひとつ「立春
りっしゅん

」です。かつては

この日
ひ

を春
はる

のはじまりとしていました。また、2月
がつ

１９日
にち

は「雨水
うすい

」。ふる雪
ゆき

が雨
あめ

に変
か

わり、積
つ

もっ

た雪
ゆき

や氷
こおり

がとけて水
みず

になりはじめる頃
ころ

です。だんだんと春
はる

の足音
あしおと

がきこえてくる季節
きせつ

ですね。ぜひ外
そと

に出
で

ていろいろなものを観察
かんさつ

してみてください。動植物
どうしょくぶつ

の図鑑
ずかん

を片手
かたて

に出
で

かけるのもおすすめです。

　　　☆「 二十四節気
にじゅうしせっき

 」を詳
くわ

しく知
し

りたい人
ひと

は……図書館
としょかん

の本
ほん

や、Sagasokka！などで調
しら

べてみてくださいね。

　

　名戸ケ谷
などがや

小
しょう

学校
がっこう

図書館
としょかん

からのお知
し

らせ

　　　3学期
がっき

のイベントとして、「図書
としょ

館
かん

クイズ」を行
おこな

います。

　第一
だいいち

図書室
としょしつ

においてあるクイズに全問
ぜんもん

正解
せいかい

すると、スペシャルパス

　ポートをプレゼントします。混雑防止
こんざつぼうし

のため休
やす

み時間
じかん

ごとの先着順
せんちゃくじゅん

　となっていますが、ぜひチャレンジしにきてくださいね。

　　6年生
ねんせい

の貸
か

し出
だ

しは3月
がつ

１日
ついたち

まで、返却
へんきゃく

は３月
がつ

８日
ようか

までです。

　思
おも

い残
のこ

しのないよう、気
き

になっていた本
ほん

を読
よ

んでくださいね。

＊　２月
がつ

はどんな月
つき

？　2月
がつ

におすすめの本
ほん

　＊

＊ 6年生
ねんせい

へ ＊
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柏市学校図書館

にち うえむらなおみ とざんちゅう しょうそく た

１３日 植村直己 登山中に消息を絶つ
ぼうけんか うえむら げんとうき

冒険家の植村さんは、厳冬期のマッキンリーを
たんどくとざんちゅう しょうそく た

単独登山中に消息を絶ちました。

ふじさん

『富士山にのぼる』 【786】
いしかわなおき さく かん

石川直樹/作 アリス館
ぼうけんか いしかわ しゃしん ぶん ふゆ ふじさん

冒険家の石川さんの写真と文で、冬の富士山に
のぼ ようす しょうかい ふゆ とざん

登る様子が紹介されています。かこくな冬の登山
み けしき ふじさん

をしなければ見ることのできない景色と、富士山
しぜん み

の自然を見せてくれます。

にち さいとうりゅうすけ う

２５日 斉藤隆介 生まれる

てん ふえ

『天の笛』 【えほん・さ】
さいとうりゅうすけ ぶん ふじしろせいじ え こうせいしゅっぱんしゃ

斉藤隆介/文 藤代清治/絵 佼成出版社
ほん え かげえさっか ふじしろ

この本の絵は、影絵作家の藤城さんです。
ゆき と もり なか さむ こご

雪に閉ざされてしまった森の中、寒さに凍え
なかま た あ ちからづよい

る仲間のために立ち上がるひばりの、力強い
え ゆうき こころう

絵と勇気に心打たれます。

にち にほんはつ てんきずさくせい

１６日 日本初の天気図作成

『あしたのてんきは

はれ？くもり？あめ？』【451】
のさかゆうさく さく ねもとじゅんきち かんしゅう ふくいんかんしょてん

野坂勇作/作 根本順吉/監修 福音館書店
てんきよほう み てんきず しめ

テレビの天気予報を見ていると、天気図を示し
あした てんき おし むかし

ながら明日の天気を教えてくれますね。でも昔の
ひと てんきず そら しぜん かんさつ あした

人は天気図がなくても、空や自然を観察し、明日
てんき よそう あした

の天気を予想したそうです。そのようにして明日
てんき し かんてんぼうき い

の天気を知ることを「観天望気」と言います。で

は、どのようなものがあるのでしょうか？
にち う

２９日 ロッシーニ 生まれる

きょうかしょ おんがくか でんき

『教科書にでてくる 音楽家の伝記』 【762】
かんしゅう こうだんしゃ

ひのまどか/監修 講談社
び う

ロッシーニはイタリアで、うるう日に生まれ
ほん いがい

ました。この本にはロッシーニ以外にも、ベー
ゆうめい おん

トーヴェンやバッハ、ショパンなどの有名な音
がくか でんき

楽家の伝記がのっています。

としょかん

さんか


